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３
月
定
例
会
初
日
の
２
月
15
日

に
上
程
さ
れ
た
、
令
和
３
年
度
一

般
会
計
・
特
別
会
計
・
公
営
企
業

会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
案
（
合
計

16
議
案
）
は
、
議
長
を
除
く
議
員

全
員
で
構
成
す
る
予
算
決
算
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
各
常
任
委

員
会
所
管
に
よ
る
３
つ
の
分
科
会

で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

分
科
会
で
の
審
査
の
後
、
３
月

９
日
に
開
催
さ
れ
た
予
算
決
算
常

任
委
員
会
に
お
い
て
主
査
報
告
が

行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
新
年
度

予
算
案
は
、
一
般
会
計
予
算
は
修

正
案
が
可
決
さ
れ
、
一
般
会
計
を

除
く
15
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
定
例
会
最
終
日

の
３
月
12
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

予
算
決
算
常
任
委
員
会
委
員
長
か

ら
審
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
、
一

般
会
計
予
算
は
修
正
議
案
が
否
決

さ
れ
、
一
般
会
計
予
算
ほ
か
全
て

の
予
算
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

会　　計　　名 予　算　額 対前年度比増減率
一般会計 333億4,338万円 4.5％

特
別
会
計

住宅資金 274万円 ▲19.3％
歯科診療所 2,492万円 12.0％
休日診療センター 1,241万円 ▲1.1％
国民健康保険 38億7,550万円 0.0％
国民健康保険（直診勘定） 7,797万円 5.0％
後期高齢者医療 6億8,128万円 ▲5.2％
介護保険 63億2,003万円 ▲2.2％
介護保険サービス事業 5,739万円 4.1％
農業集落排水事業 3億8,123万円 ▲4.1％
浄化槽整備事業 2億3,901万円 0.9％
宅地造成事業 199万円 0.0％
比和財産区 640万円 136.1％

企業
会計

水道事業 20億3,278万円 0.4％
下水道事業 15億4,575万円 ▲2.1％
病院事業 16億1,112万円 8.1％

※金額は万円未満を四捨五入しています。

令
和
３
年
度

当
初
予
算
案
を
可
決

一般会計・特別会計・公営企業会計の予算概要

一般会計予算の構成

定例会

３月

公債費
43億3,220万円
（13.0％）

総務費
40億861万円
（12.0％）

災害復旧費
34億883万円
（10.2％） 衛生費

41億8,192万円
（12.5％）

農林水産業費
25億1,765万円
（7.6％）

教育費
25億2,270万円
（7.6％）

消防費
11億6,255万円
（3.5％）

諸支出金など
5億8,958万円
（1.8％）

商工費
5億9,868万円（1.8％）

議会費
2億805万円（0.6％）

土木費
25億3,121万円
（7.6％）

民生費
72億8,141万円
（21.8％）

市税
36億4,485万円
（10.9％）

地方交付税
135億7,890万円
（40.7％）国・県支出金

75億2,474万円
（22.6％）

市債
51億2,539万円
（15.4％）

譲与税など
14億9,040万円
（4.5％）

諸収入など
19億7,910万円
（5.9％）

歳 入
333億4,338万円
（前年比＋14億3,858万円）

歳 出

（前年比＋14億3,858万円）
333億4,338万円
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第
三
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
、

役
割
を
終
え
た
も
の
や
民
業
圧
迫

し
て
い
る
も
の
は
な
い
の
か
。

　
　

現
在
は
、
役
割
を
終
え
た
も

の
や
民
業
圧
迫
は
な
い
。
今
後
、

時
代
の
変
化
等
に
よ
っ
て
、
役
割

を
終
え
た
り
、
民
業
圧
迫
が
想
定

さ
れ
た
場
合
に
は
、
し
っ
か
り
と

見
極
め
な
が
ら
協
議
を
進
め
て
い

く
。

　
　

持
続
可
能
な
財
政
運
営
プ
ラ

ン
と
し
て
将
来
的
な
見
通
し
は
あ

る
の
か
。

　
　

経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て

は
、
来
年
度
は
若
干
好
転
す
る
見

込
み
だ
が
、
依
然
と
し
て
高
い
水

準
に
あ
り
弾
力
性
に
乏
し
い
財
政

状
況
に
あ
る
の
で
、
来
年
か
ら
の

持
続
可
能
な
財
政
運
営
プ
ラ
ン
後

期
計
画
に
つ
い
て
は
来
年
度
中
に

定
め
て
、健
全
化
に
努
め
て
い
く
。

　
　

指
定
管
理
を
受
け
る
団
体
・

法
人
の
実
情
に
よ
っ
て
、
保
育
士

の
賃
金
に
差
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

　
　

施
設
・
指
定
管
理
者
ご
と
に

給
料
表
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
で
一

定
の
差
は
あ
る
が
、
各
会
社
の
考

え
方
な
の
で
、
や
む
を
得
な
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。
保
育
士
の
確

保
が
難
し
い
実
態
が
あ
る
の
で
、

給
与
的
な
部
分
も
含
め
、
保
育
士

を
集
め
る
努
力
を
し
た
も
の
に
対

し
市
と
し
て
一
定
の
加
算
を
す
る

制
度
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

未
利
用
施
設
の
解
体
等
は
、

ど
う
い
っ
た
方
向
で
す
る
か
計
画

を
立
て
て
い
る
の
か
。

　
　

令
和
元
年
度
に
庄
原
市
普
通

財
産
の
処
分
に
つ
い
て
、
内
規
的

に
計
画
を
定
め
た
。
計
画
に
基
づ

い
て
、
解
体
が
必
要
な
も
の
に
つ

い
て
は
解
体
を
進
め
る
。

　
　

若
い
人
の
数
が
ど
ん
ど
ん

減
っ
て
お
り
、
採
用
試
験
を
し
て

も
入
っ
て
こ
な
い
状
況
が
あ
る
。

人
手
が
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
補
う

よ
う
な
方
法
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

事
業
を
進
め
る
た
め
に
必
要

な
人
員
体
制
の
確
保
は
非
常
に
大

き
な
課
題
と
考
え
て
い
る
。
限
ら

れ
た
人
員
で
の
体
制
を
ど
う
確
保

す
る
の
か
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
等
、
新
た
な

シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
も
含
め
て
検

討
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
い
る
職

員
が
元
気
で
働
き
続
け
る
た
め
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
、
健
康
管

理
、
職
員
厚
生
事
業
等
に
力
を
入

れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　

庄
原
の
文
化
財
を
皆
さ
ん
に

見
て
も
ら
う
た
め
の
方
策
は
な
い

の
か
。
現
在
は
常
設
で
あ
る
が
、

巡
回
展
示
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　

他
の
展
示
施
設
で
は
、
軸
な

ど
を
展
示
す
る
際
、
高
さ
や
環
境

面
で
条
件
が
整
わ
な
い
。
本
物
は

現
地
以
外
へ
の
移
動
が
困
難
で
あ

り
、
レ
プ
リ
カ
を
活
用
し
て
学
校

や
地
域
で
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
考
え
た
い
。
ま
た
、
二
年
後
に

は
市
民
会
館
で
の
展
示
も
考
え
た

い
。

　
　

ひ
ま
わ
り
バ
ス
に
乗
っ
た
と

き
、
た
く
さ
ん
の
荷
物
を
抱
え
ら

れ
た
お
年
寄
り
の
方
が
い
た
。
利

用
者
を
増
や
す
た
め
に
も
、
途
中

下
車
や
途
中
乗
車
な
ど
臨
機
応
変

に
対
応
で
き
な
い
の
か
。

　
　

ひ
ま
わ
り
バ
ス
は
、
市
街
地

を
巡
回
す
る
バ
ス
で
、
停
車
で
き

る
場
所
は
停
留
所
に
限
ら
れ
る
。

停
留
所
を
た
く
さ
ん
作
る
と
い
う

方
法
も
あ
る
が
、
時
刻
表
よ
り
早

く
出
る
こ
と
は
道
路
運
送
法
上
認

め
ら
れ
ず
、
渋
滞
の
こ
と
を
考
え

る
と
現
状
よ
り
停
留
所
は
増
や
せ

な
い
。

　
　

居
宅
介
護
福
祉
用
具
費
・
居

宅
介
護
住
宅
改
修
費
に
つ
い
て

は
、
住
宅
を
改
修
す
る
に
当
た

り
、
費
用
の
全
額
を
支
払
っ
た
後

に
戻
っ
て
く
る
仕
組
み
で
利
用
し

に
く
い
と
聞
く
が
、
改
善
で
き
な

い
の
か
。

　
　

基
本
的
に
介
護
保
険
は
現
物

給
付
だ
が
、
今
の
二
事
業
は
償
還

給
付
で
あ
る
。
一
旦
全
額
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
所
得
の
低

い
方
に
と
っ
て
し
ん
ど
い
と
こ
ろ

は
否
め
な
い
が
、
国
の
制
度
に
基

づ
い
て
取
り
組
み
を
し
て
お
り
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
事
業

を
進
め
た
い
。

　
　

庄
原
赤
十
字
病
院
の
産
科
・

周
産
期
医
療
事
業
の
拡
充
と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
内
訳
は
。

　
　

こ
れ
ま
で
は
医
療
機
器
の
助

成
を
行
い
、
現
在
は
助
産
師
３
名

分
に
対
す
る
補
助
や
助
産
師
免
許

取
得
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
が
、

後
期
実
施
計
画
と
し
て
、
常
勤
医

師
が
長
期
に
渡
り
勤
務
で
き
る
よ

う
勤
務
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を

重
点
と
す
る
。
夜
間
や
土
日
に
世

羅
中
央
病
院
や
広
島
市
か
ら
派
遣

を
受
け
て
体
制
維
持
に
努
め
て
い

る
た
め
、
新
た
に
そ
の
補
助
を
行

い
、
助
産
師
の
人
件
費
や
資
格
取

得
の
補
助
は
２
名
分
に
縮
小
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

　
　

上
野
総
合
公
園
は
幼
児
を
連

れ
た
利
用
者
が
多
い
割
に
幼
児
向

け
の
遊
具
が
少
な
い
。
増
や
せ
な

い
の
か
。

　
　

指
定
管
理
者
か
ら
の
要
望
が

あ
れ
ば
検
討
す
る
余
地
は
あ
る
。

　
　

各
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
は
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
例
年
と
は
違
っ
た

運
営
方
法
と
な
る
が
予
算
が
例
年

と
変
わ
ら
な
い
。
感
染
症
対
策
等

ど
の
よ
う
に
運
営
さ
せ
る
の
か
。

　
　

イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
運
営
方
法

や
予
算
内
で
の
対
応
の
可
否
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
予
算

内
で
工
夫
を
し
、
さ
ら
に
経
費
が

必
要
と
判
断
さ
れ
れ
ば
補
正
予
算

で
の
対
応
も
検
討
す
る
。

　
　

比
婆
牛
は
宣
伝
を
す
る
が
、

店
舗
で
肉
を
食
べ
ら
れ
な
い
状
況

だ
。
昨
年
度
の
予
算
審
査
に
お
い

て
も
指
摘
し
た
。
未
だ
に
状
況
が

改
善
さ
れ
て
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

流
通
の
調
整
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ

と
も
協
議
し
て
い
る
。
飲
食
店
や

精
肉
店
で
の
扱
い
は
、
広
島
県
が

比
婆
牛
を
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
と
す

る
方
針
を
示
し
、
県
を
あ
げ
て
取

り
組
む
予
定
で
あ
る
。

　
　

森
林
体
験
交
流
施
設
の
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
、
な
ぜ
市

内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
依
頼
し
な
い
の
か
。

　
　

県
内
一
円
で
実
績
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
市
外
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
選
定

予
定
と
し
た
。
講
師
に
つ
い
て
は

市
内
で
募
集
を
し
て
い
き
た
い
。

総
務
分
科
会

問答問答問答

問答問答

教
育
民
生
分
科
会

問答問答問

答問答企
画
建
設
分
科
会

問

答問答問答問答

分
科
会
で
の

主
な
質
疑
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２
月
15
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
予
算
案

が
上
程
さ
れ
、
当
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
。

　

翌
日
16
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、効
率
的
な
審
査
を
行
う
た
め
、

３
つ
の
分
科
会
を
設
置
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
。
各
分
科
会
は
３
日

間
審
査
を
行
い
、
３
月
９
日
の
委

員
会
で
分
科
会
主
査
報
告
、質
疑
、

採
決
を
行
っ
た
。（
審
査
内
容
に

つ
い
て
は
、
３
ペ
ー
ジ
に
主
な
質

疑
を
記
載
し
て
い
ま
す
。）

　

議
案
第
68
号
令
和
３
年
度
庄
原

市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
山

田
議
員
よ
り
修
正
案
が
提
出
さ
れ

た
。

　

修
正
案
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
た
。
議
案
第
69
号
か
ら
第
83
号

は
全
員
賛
成
で
可
決
と
な
っ
た
。

�

（
修
正
案
に
つ
い
て
は
下
記
に
記
載
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
を
受
け
、
市
民
生
活
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
行
政
に
お
け
る

各
種
事
業
に
お
い
て
も
大
き
な
影

響
を
受
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
平

成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
か
ら
の
復

旧
工
事
の
進
捗
状
況
も
危
惧
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

新
年
度
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
様
々
な
課
題
に
つ
い
て

判
断
を
迫
ら
れ
る
年
に
な
る
と
思

わ
れ
る
が
、
本
市
の
最
重
要
課
題

で
あ
る
人
口
減
少
対
策
へ
の
取
り

組
み
を
継
続
さ
れ
る
と
と
も
に
、

国
が
示
し
て
い
る
、
デ
ジ
タ
ル
改

革
な
ど
に
よ
る
新
た
な
成
長
戦
略

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
行
財

政
改
革
を
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
切

に
願
う
。

審
査
経
過

採
決
結
果

審
査
を
終
え
て

予算決算常任委員会では、令和３年度庄原市一般会計予算に対して
修正案の動議がありました。

　庄原いちばんづくりは木山市政の根幹となる計画であり、本市の最重要課題
である人口減少に結びつくものであるべき。しかし、比婆いざなみ街道物語推
進事業がその目的を達成していないと感じる。また、比婆牛ブランド化事業に
ついては、供給量の少ない比婆牛を宣伝するのではなく、繁殖雌牛を増やして
いくことが１番重要であるのではないか。

山
田
聖
三
委
員

◆修正案　歳出
事業名 修正額 事業内容

比婆牛発信プロジェクト事業 △581万4千円 比婆牛のPRを図るため、比婆牛の美味し
さを多様な媒体を活用し、情報発信する。

比婆いざなみ街道物語推進事業 △242万円 比婆いざなみ街道振興協議会負担金
マラニック大会実行委員会負担金など

◆討論（各委員の主な意見を要約、抜粋）
原案に賛成 修正案に賛成

政野太委員

比婆いざなみ街道物語推進事業で
は、地域活性化へ向けて関係団体
が一丸となって取り組んでいる。
比婆牛ブランドは確立まであと少
しのところであり、事業の停止は
市民全体の損失である。

林高正委員

開催が未定のマラニックの予算計
上はありえない。比婆牛発信プロ
ジェクト事業は昨年度に実施でき
ていない。宣伝して肉がなかった
ら話にならない。

※第１討論のみ掲載。そのほか、原案に賛成として横路政之委員、堀井秀昭委員、修正案に賛成として五島誠委員が
討論されました。

付託を受けた予算決算常任委員会では
令和３年度庄原市一般会計予算の

修正案が可決されました。

◆採決結果
賛成 反対

修正案 ９ ８
修正部分を除く原案 17 ０

（
要
旨
）

委 
員 

長 

報 

告

予
算
決
算
常
任
委
員
会
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 議
案
第
15
号

庄
原
市
森
林
体
験
交
流
施
設
設
置
及
び

管
理
条
例

　

林
業
の
担
い
手
を
育
成
し
、
地
域
林

業
の
活
性
化
の
促
進
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
比
和
町
の
旧
古
頃
小
学
校
を

改
修
・
整
備
し
、
新
た
に
森
林
体
験
交

流
施
設
と
し
て
設
置
す
る
た
め
、
新
た

に
条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の

【
付
託
先
】

　

企
画
建
設
常
任
委
員
会

【
委
員
長
報
告
】

　

施
設
の
一
般
利
用
に
つ
い
て
、
使
用

料
が
無
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
外
か

ら
の
利
用
が
多
く
な
り
、
市
民
の
使
用

が
制
限
さ
れ
る
状
況
に
な
ら
な
い
か
。

暖
房
設
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。
第
７

条
第
２
項
に
規
定
さ
れ
る
、
市
が
使
用

料
の
適
用
除
外
と
な
る
公
共
的
な
使
用

と
は
何
か
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
っ
た
。

執
行
者
か
ら
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
を

財
源
と
し
て
い
る
た
め
一
般
利
用
は
無

料
と
し
て
い
る
。
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

有
料
を
考
え
て
い
る
。
暖
房
に
つ
い
て

は
、
備
品
で
暖
房
機
器
を
用
意
し
、
燃

料
費
等
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。
市
が
使
用
す
る
際
の

使
用
料
の
適
用
除
外
は
、
目
的
外
利
用

が
該
当
す
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

�

▽
原
案
可
決

議
案
第
16
号

庄
原
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で

の
介
護
保
険
料
の
額
の
改
定
等
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の

【
付
託
先
】

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

【
委
員
長
報
告
】

　

１
点
目
、
第
８
期
計
画
で
は
、
基
金

を
１
億
１
０
０
０
万
円
取
り
崩
す
こ
と

で
介
護
保
険
料
が
初
め
て
負
担
減
と
な

る
。
一
方
、
第
７
期
で
は
、
計
画
し
て

い
た
基
金
７
０
０
０
万
円
の
取
り
崩
し

を
せ
ず
に
、
さ
ら
に
基
金
を
積
み
立

て
、
合
計
２
億
３
０
０
０
万
円
の
基
金

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
要
因
は
何
か
。

２
点
目
、
今
後
、
介
護
保
険
制
度
は
ど

の
方
向
に
向
か
う
の
か
。
３
点
目
、
全

国
的
に
高
齢
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
国
は
負
担
割
合

の
据
え
置
き
と
い
う
方
針
を
出
し
た
の

か
。
４
点
目
、
県
内
他
市
の
状
況
は
ど

う
な
の
か
な
ど
の
質
疑
が
出
さ
れ
た
。

�
▽
原
案
可
決

議
案
第
19
号

庄
原
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

広
島
県
へ
納
付
す
る
国
民
健
康
保
険

事
業
費
納
付
金
に
充
て
る
必
要
な
税
収

を
確
保
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
し

よ
う
と
す
る
も
の

【
付
託
先
】

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

【
委
員
長
報
告
】

　

１
点
目
、
今
回
税
率
が
下
が
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
県
が
行
う

試
算
に
よ
っ
て
は
状
況
変
化
が
あ
る
の

か
。
２
点
目
、
次
の
段
階
で
の
準
統
一

保
険
料
が
決
ま
る
ま
で
の
経
過
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
見
通
し
て
い
る
の
か

な
ど
の
質
疑
が
出
さ
れ
た
。
主
な
意
見

と
し
て
は
、
子
供
の
数
が
増
え
る
こ
と

で
税
が
高
く
な
る
と
い
う
仕
組
み
を
全

県
的
に
解
消
す
る
よ
う
要
求
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

�

▽
原
案
可
決

主
な
議
案

令
和
３
年
３
月
定
例
会

　

３
月
定
例
会
は
、
２
月
15
日
か
ら
３
月
12
日
ま
で
の
26
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
１
０
４
件
、
発
議
３
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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 庄

原
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同

意
に
つ
い
て

三
日
市
町　
　

立た
ち

花ば
な　

有あ
り

佐さ　

氏

�

▽
同
意

庄
原
市
監
査
委
員
の
選
任
に
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

上
原
町　
　
　

髙こ
う

野の　

美よ
し

則の
り　

氏

�

▽
同
意

庄
原
市
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

総
領
町　
　
　

中な
か

間ま　

幸さ
ち

子こ　

氏

�

▽
同
意

庄
原
市
比
和
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任

に
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

比
和
町　
　
　

近こ
ん

藤ど
う　

國く
に

興お
き　

氏

比
和
町　
　
　

冨と
み

原は
ら　

豊と
よ

幸ゆ
き　

氏

比
和
町　
　
　

福ふ
く

光み
つ　

義よ
し

治は
る　

氏

比
和
町　
　
　

若わ
か

林ば
や
し　

隆た
か

志し　

氏

比
和
町　
　
　

渡わ
た

邉な
べ　

耕こ
う

三そ
う　

氏

比
和
町　
　
　

岩い
わ

倉く
ら　

重し
げ

視み　

氏

比
和
町　
　
　

杠ゆ
ず
り　
　

角か
く

雄お　

氏

�

▽
同
意

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
意
見

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

西
本
町　
　
　

山や
ま

本も
と　

考た
か

和か
ず　

氏

東
城
町　
　
　

羽は

賀が

か
の
子こ　

氏

�

▽
同
意

　　

次
の
方
々
を
当
選
人
と
決
定
し
ま
し

た
。

庄
原
市
選
挙
管
理
委
員
の
選
挙
に
つ
い
て

比
和
町　
　
　

森も
り

長な
が　

秀ひ
で

夫お　

氏

総
領
町　
　
　

春は
る

田た　

正ま
さ

治は
る　

氏

口
和
町　
　
　

積つ
み

山や
ま　

道み
ち

弘ひ
ろ　

氏

西
本
町　
　
　

三み

玉た
ま　

政ま
さ

則の
り　

氏

庄
原
市
選
挙
管
理
委
員
補
充
員
の
選
挙

に
つ
い
て

東
城
町　
　
　

佐さ

さ々

木き

妙た
え

子こ　

氏

西
本
町　
　
　

横よ
こ

山や
ま

三み

恵え

子こ　

氏

西
城
町　
　
　

友と
も

保や
す　

深み

雪ゆ
き　

氏

高
野
町　
　
　

草く
さ

谷た
に　
　

洋ひ
ろ
し　

氏

　
発
議
第
１
号

庄
原
市
平
和
推
進
条
例

　

被
爆
県
の
市
民
と
し
て
８
月
６
日
を

決
し
て
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
誰
ひ
と
り

と
し
て
平
和
な
日
常
を
脅
か
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
社
会
の
実
現
に
努
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
条
例
を
制
定
し
よ
う

と
す
る
も
の

�

▽
原
案
可
決

発
議
第
２
号

庄
原
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

　

本
会
議
又
は
委
員
会
へ
の
欠
席
事
由

に
係
る
規
定
の
整
備
及
び
市
議
会
に
対

す
る
請
願
に
係
る
署
名
押
印
の
見
直
し

を
図
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
お
う

と
す
る
も
の

�

▽
原
案
可
決

発
議
第
３
号

地
方
自
治
法
第
96
条
第
２
項
の
規
定
に

よ
る
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に
、
市
民

憲
章
の
制
定
、
変
更
又
は
廃
止
に
関
す

る
こ
と
等
を
加
え
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
お
う
と
す
る
も
の

�

▽
原
案
可
決

人
　
　
事

選
　
　
挙

発
　
　
議
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　　　　一般会計・
特別会計等補正予算

令和２年度一般会計補正予算

事業名　補正額 補　正　内　容
新型コロナウイルスワクチン接種事業
【2億1,265万4千円追加】

ワクチン接種に係る費用として、会計年度任用職員給料、予診票案内通
知郵便料、医師等への接種委託料、県コールセンター負担金など

キャッシュレス決済導入支援事業
【9,077万円追加】

キャッシュレスの端末購入費の確定に伴う減額及びいざなみカードポイ
ント還元キャンペーン事業への補助金

３月
定例会

令和２年度 原案
可決

一般会計補正予算の主な内容（第15号）

令和２年度　特別会計・企業会計補正予算の主な内容
会　計　名 補正額 補正後の総額

議案第87号 庄原市住宅資金特別会計補正予算（第１号） 278万6千円追加 618万円
議案第88号 庄原市歯科診療所特別会計補正予算（第３号） 90万円減額 2,292万1千円
議案第89号 庄原市休日診療センター特別会計補正予算（第３号） 202万4千円減額 1,147万7千円
議案第90号 庄原市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 1億822万8千円追加 39億8,616万7千円
議案第91号 庄原市国民健康保険特別会計（直診勘定）補正予算（第３号） 1,147万6千円減額 6,452万1千円
議案第92号 庄原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 4,778万4千円減額 6億7,075万7千円
議案第93号 庄原市介護保険特別会計補正予算（第３号） 1億3,671万円減額 63億7,339万4千円
議案第94号 庄原市介護保険サービス事業特別会計補正予算（第3号） 146万8千円減額 5,428万8千円
議案第95号 庄原市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 251万5千円減額 3億9,515万6千円
議案第96号 庄原市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号） 3,859万4千円減額 1億9,833万7千円
議案第97号 庄原市宅地造成事業特別会計補正予算（第１号） 184万5千円減額 14万5千円

議案第98号

庄原市水道事業会計補正予算（第２号） 補正額 補正後の総額
収益的収入 980万7千円減額 11億4,757万3千円
収益的支出 4,304万9千円減額 10億6,311万3千円
資本的収入 7,932万7千円減額 4億8,214万8千円
資本的支出 9,030万円減額 8億1,768万8千円

議案第99号

庄原市下水道事業会計補正予算（第２号） 補正額 補正後の総額
収益的収入 3,153万6千円減額 9億5,949万8千円
収益的支出 3,151万9千円減額 9億4,377万1千円
資本的収入 2,000万円減額 5億2,132万1千円
資本的支出 2,001万7千円減額 5億8,480万9千円

議案第100号

庄原市国民健康保険病院事業会計補正予算（第５号） 補正額 補正後の総額
収益的収入 685万9千円追加 14億3,911万1千円
収益的支出 187万9千円追加 14億723万5千円
資本的収入 668万2千円減額 8,746万円
資本的支出 1,014万9千円減額 1億1,803万円

議案第101号 庄原市比和財産区特別会計補正予算（第２号） 259万2千円減額 1,281万7千円

予算名 補正額 補正後の予算額
庄原市一般会計補正予算（第12号）（専決処分） 3,311万1千円（追加）

369億8,903万円
庄原市一般会計補正予算（第13号） 3,710万円（追加）
庄原市一般会計補正予算（第14号） 665万2千円（追加）
庄原市一般会計補正予算（第15号） 12億7,538万8千円（減額）



8しょうばら市議会だより　2021 . 5

　定例会議決結果令和３年３月

■賛否の分かれたもの

議
決
日

種　

類
番 

号 事　　件　　名
議
決
結
果

賛
成
（
人
）

反
対
（
人
）

岩
山　

泰
憲

田
部　

道
男

山
田　

聖
三

五
島　
　

誠

政
野　
　

太

近
藤　

久
子

堀
井　

秀
昭

宇
江
田
豊
彦

福
山　

権
二

吉
方　

明
美

林　
　

高
正

桂
藤　

和
夫

徳
永　

泰
臣

坂
本　

義
明

岡
村　

信
吉

赤
木　

忠
德

門
脇　

俊
照

竹
内　

光
義

横
路　

政
之

谷
口　

隆
明

3
月
12
日

議
案68

令和３年度庄原市一般会計予算
に対する修正案 否決 8 9 ○ × ○ ○ × ××議長 ○ ○ ○ 棄 ○ × × × 欠 × × ○

� 〔表示例〕　○…賛成　　×…反対　　欠…欠席　　棄…棄権　　議長…議長職

■賛成全員のもの
議決日 種類 番号 事　　　件　　　名 議決結果

2
月
15
日

議案

1 専決処分の承認を求めることについて 承認
17 庄原市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例 原案可決
18 庄原市子育て支援施設設置及び管理条例の一部を改正する条例 原案可決
20 庄原市重度心身障害者医療費支給条例の一部を改正する条例 原案可決
24 庄原市営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例 原案可決
25 庄原市公立学校体育施設の開放に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
26 庄原市水泳プール設置及び管理条例の一部を改正する条例 原案可決
27 庄原市屋内体育施設設置及び管理条例の一部を改正する条例 原案可決
29 庄原市水洗便所改造資金融資あっせん及び利子補給に関する条例を廃止する条例 原案可決
64 市道路線の認定について 原案可決
65 市道路線の廃止について 原案可決
66 市道路線の変更について 原案可決
84 令和２年度庄原市一般会計補正予算（第13号） 原案可決

2
月
24
日

議案

21 庄原市福祉集会所設置及び管理条例の一部を改正する条例 原案可決
22 庄原市農村集会施設設置及び管理条例の一部を改正する条例 原案可決
23 庄原市農村広場設置及び管理条例の一部を改正する条例 原案可決
28 庄原市集会所設置及び管理条例の一部を改正する条例 原案可決
30

～

35
財産の無償譲渡について（6件） 原案可決

36�

～

63
指定管理者の指定について（28件） 原案可決

85 令和２年度庄原市一般会計補正予算（第14号） 原案可決
３
月
９
日

議案
15 庄原市森林体験交流施設設置及び管理条例 原案可決
16 庄原市介護保険条例の一部を改正する条例 原案可決
19 庄原市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 原案可決

３
月
12
日

議案

3 庄原市教育委員会委員の任命の同意について 同意
4 庄原市監査委員の選任に同意を求めることについて 同意
5 庄原市公平委員会委員の選任に同意を求めることについて 同意
6�

～

12
庄原市比和財産区管理委員の選任に同意を求めることについて（7件） 同意

13 人権擁護委員候補者の推薦に意見を求めることについて 同意
14 人権擁護委員候補者の推薦に意見を求めることについて 同意
67 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 原案可決
68 令和３年度庄原市一般会計予算 原案可決
69 令和３年度庄原市住宅資金特別会計予算 原案可決
70 令和３年度庄原市歯科診療所特別会計予算 原案可決
71 令和３年度庄原市休日診療センター特別会計予算 原案可決
72 令和３年度庄原市国民健康保険特別会計予算 原案可決
73 令和３年度庄原市国民健康保険特別会計（直診勘定）予算 原案可決
74 令和３年度庄原市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決
75 令和３年度庄原市介護保険特別会計予算 原案可決
76 令和３年度庄原市介護保険サービス事業特別会計予算 原案可決
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議決日 種類 番号 事　　　件　　　名 議決結果

３
月
12
日

議案

77 令和３年度庄原市農業集落排水事業特別会計予算 原案可決
78 令和３年度庄原市浄化槽整備事業特別会計予算 原案可決
79 令和３年度庄原市宅地造成事業特別会計予算 原案可決
80 令和３年度庄原市水道事業会計予算 原案可決
81 令和３年度庄原市下水道事業会計予算 原案可決
82 令和３年度庄原市国民健康保険病院事業会計予算 原案可決
83 令和３年度庄原市比和財産区特別会計予算 原案可決
86 令和２年度庄原市一般会計補正予算（第15号） 原案可決
87 令和２年度庄原市住宅資金特別会計補正予算（第１号） 原案可決
88 令和２年度庄原市歯科診療所特別会計補正予算（第３号） 原案可決
89 令和２年度庄原市休日診療センター特別会計補正予算（第３号） 原案可決
90 令和２年度庄原市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決
91 令和２年度庄原市国民健康保険特別会計（直診勘定）補正予算（第３号） 原案可決
92 令和２年度庄原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決
93 令和２年度庄原市介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決
94 令和２年度庄原市介護保険サービス事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決
95 令和２年度庄原市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
96 令和２年度庄原市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
97 令和２年度庄原市宅地造成事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
98 令和２年度庄原市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決
99 令和２年度庄原市下水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決
100 令和２年度庄原市国民健康保険病院事業会計補正予算（第５号） 原案可決
101 令和２年度庄原市比和財産区特別会計補正予算（第２号） 原案可決
102 令和３年度庄原市一般会計補正予算（第１号） 原案可決

議選 1 庄原市選挙管理委員の選挙について 当選
2 庄原市選挙管理委員補充員の選挙について 当選

発議
1 庄原市平和推進条例 原案可決
2 庄原市議会会議規則の一部を改正する規則 原案可決
3 地方自治法第96条第２項の規定による議会の議決すべき事件を定める条例の一部を改正する条例 原案可決

　

総
務
、
教
育
民
生
、
企
画
建
設
常

任
委
員
会
は
、
所
管
事
務
調
査
の
報

告
書
を
ま
と
め
、
定
例
会
で
報
告
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
概
要
を

掲
載
し
ま
す
。
報
告
書
は
市
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１　

本
市
の
現
状
と
課
題

　

原
爆
投
下
後
、
庄
原
市
で
は
各
地

に
広
島
陸
軍
病
院
の
分
院
・
病
棟
が

設
置
さ
れ
、
原
爆
に
よ
る
重
傷
者
の

救
護
に
多
く
の
市
民
が
従
事
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
現
在
に
お
い
て
も
、

当
時
を
偲
び
地
元
地
域
で
は
慰
霊
祭

等
を
行
っ
て
い
る
が
、「
庄
原
市
非

核
平
和
都
市
宣
言
」
に
基
づ
い
た
取

り
組
み
と
言
い
な
が
ら
、「
平
和
行

政
推
進
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
基

本
方
針
」
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、

平
成
29
年
度
か
ら「
平
和
推
進
条
例
」

の
制
定
に
向
け
て
取
り
組
み
を
始
め

た
。

２�　
視
察
調
査

　

①
佐
倉
市

　

・�

主
催
事
業
と
し
て
毎
年
、
中
学

生
の
代
表
が
広
島
や
長
崎
を
訪

問
し
平
和
学
習
を
行
っ
て
い

る
。
費
用
は
、
個
人
の
寄
付
を

原
資
と
し
た
基
金
に
よ
っ
て
賄

わ
れ
て
い
る
。

　

②
広
島
市

　

・�

会
派
代
表
の
議
員
で
つ
く
る
政

策
立
案
検
討
会
議
に
お
い
て
、

平
和
推
進
条
例
（
案
）
を
策
定

し
て
い
る
。

３　

条
例
の
策
定

　

終
戦
か
ら
75
年
が
経
過
す
る
中
、

本
市
に
お
い
て
も
戦
争
の
体
験
を
語

れ
る
人
が
少
な
く
な
り
、
尊
い
犠
牲

と
引
き
換
え
に
得
た
歴
史
的
教
訓
も

風
化
の
危
機
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お

り
、
私
た
ち
が
享
受
す
る
平
和
と
繁

栄
は
、
尊
い
犠
牲
と
先
人
の
努
力
に

よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
再

認
識
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
ゆ

ま
ぬ
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
、
平

和
推
進
の
た
め
、
市
及
び
市
民
の
役

割
を
明
確
に
し
、
本
市
に
お
け
る
基

本
的
施
策
を
定
め
、
市
民
が
平
和
で

安
心
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

恒
久
平
和
の
実
現
を
目
的
と
し
て

「
庄
原
市
平
和
推
進
条
例
」
を
制
定

し
た
。

４　

総
括

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
他
市
の
情
報
を

得
る
中
、
本
来
の
予
算
化
の
姿
に
す

る
為
、
終
戦
か
ら
75
年
の
節
目
の
年

に
条
例
制
定
を
目
指
し
て
活
動
し
て

き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
条
例
を
制

定
す
る
に
あ
た
り
、
市
民
と
共
に
条

例
を
作
成
す
る
事
が
条
例
制
定
の
意

義
を
高
め
る
事
に
な
る
と
判
断
し
、

市
民
の
代
表
か
ら
意
見
拝
聴
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

平
和
行
政
に
つ
い
て
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こ
れ
を
基
に
条
例
作
成
を
行
っ
た
。正
に
、

条
例
前
文
は
市
民
の
代
表
の
思
い
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
条
例
が
ど
の

よ
う
に
活
か
さ
れ
る
か
、
県
内
の
他
市
に

波
及
す
る
事
な
ど
を
総
務
常
任
委
員
会
と

し
て
も
注
視
し
て
い
く
。

〔
そ
の
他
の
調
査
事
項
〕

　

・�

財
政
運
営
に
つ
い
て

１　

は
じ
め
に

　

本
市
は
広
大
な
面
積
を
有
し
、
山
間
地

域
に
点
在
す
る
集
落
が
あ
り
、
生
活
の
基

盤
で
あ
る
交
通
手
段
の
確
保
が
大
き
な
課

題
で
あ
る
。
本
市
で
は
、
現
在
「
庄
原
市

地
域
公
共
交
通
計
画
（
仮
称
）」
の
策
定

中
で
あ
り
、
担
当
課
よ
り
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
た
。

２　

経
過
説
明

　
開
催
日

　
　

令
和
３
年
１
月
29
日

　
説
明
事
項

　

（
１
）
計
画
の
趣
旨

　

（
２
）
事
業
の
進
め
方

　

（
３
）
策
定
体
制

　

（
４
）
市
民
ニ
ー
ズ
調
査
等
の
概
要

３　

ま
と
め

　

交
通
事
業
者
等
と
自
治
振
興
区
・
民
生

委
員
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
、
住
民
・
高
校

生
・
県
大
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
集
約

を
踏
ま
え
、
次
期
計
画
が
住
民
に
と
っ
て

安
心
な
暮
ら
し
に
結
び
付
く
内
容
と
な
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

１　

は
じ
め
に

　

当
委
員
会
は
教
育
条
件
整
備
に
つ
い

て
、
令
和
２
年
３
月
に
中
間
報
告
を
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
報
告
と
提
言
を
行
い
、
最
終
報
告

と
す
る
。

２　

経
過
説
明

　

開
催
日

　
　

令
和
２
年
11
月
11
日

　

説
明
事
項

　

・
第
１
グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み
状
況

　

・
第
２
グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み
状
況

　

報
告

　

�　
第
２
グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み
状
況

は
、
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
予
定
通
り
で
は

な
い
が
、
11
月
か
ら
順
次
実
施
し
て
い

る
。

　

�　
現
在
条
例
改
正
に
向
け
て
内
部
調
整

を
し
て
お
り
、
廃
校
後
の
跡
地
利
用
に

つ
い
て
も
協
議
を
進
め
て
い
る
が
、
思

う
よ
う
に
は
進
行
し
て
い
な
い
。

３　

提
言

　

学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
基
本
計
画

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴
史

と
条
件
が
違
う
。
結
論
あ
り
き
で
は
な
く
、

ま
た
、
強
引
な
手
順
で
は
な
く
、
地
元
の

声
を
丁
寧
に
聞
き
、
対
立
で
は
な
く
協
調

の
う
え
、「
地
域
と
一
緒
に
な
っ
て
」
進

め
ら
れ
る
こ
と
を
強
く
望
む
も
の
で
あ
る
。

〔
そ
の
他
の
調
査
事
項
〕

　

・�

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

・
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

１　

本
市
の
現
状
と
課
題

　

境
界
の
明
確
化
、
不
在
地
主
と
い
っ
た

問
題
が
あ
る
中
で
森
林
の
管
理
・
活
用
は

長
年
の
課
題
で
あ
る
。
林
業
の
低
迷
や
森

林
所
有
者
の
世
代
交
代
等
に
よ
り
森
林
へ

の
関
心
が
薄
れ
、
管
理
や
伐
採
後
の
植
林

が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

２　

視
察
調
査

　

①
日
南
町

　

②
日
南
町
森
林
組
合

　

③
株
式
会
社
オ
ロ
チ

　

・
日
南
中
国
山
地
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

　

・�

航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
を
活
用
し
た
森

林
情
報
解
析
や
地
籍
調
査

　

・
杉
の
Ｌ
Ｖ
Ｌ
（
単
板
積
層
材
）
製
造

３　

総
括

　

境
界
明
確
化
事
業
等
は
協
議
会
を
設
立

し
て
取
り
組
む
こ
と
も
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。
森
林
環
境
譲
与
税
を
い
つ
ま
で
も
基

金
に
積
む
こ
と
は
容
認
で
き
な
い
。
速
度

を
も
っ
て
事
業
を
遂
行
す
べ
き
で
あ
る
。

１　

本
市
の
現
状
と
課
題

　

本
市
内
で
身
近
な
個
人
商
店
の
閉
店
や

大
型
商
業
施
設
内
の
店
舗
の
撤
退
が
見
ら

れ
、
大
型
商
業
施
設
の
存
続
さ
え
も
危
ぶ

ま
れ
る
状
況
で
あ
り
、
更
な
る
買
い
物
弱

者
問
題
の
顕
在
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

２　

視
察
調
査

　

①
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

�

（
岩
手
県
紫
波
町
）

　

②
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
大
山
商
店
街

�

（
東
京
都
板
橋
区
）

　

③
株
式
会
社
ト
ー
エ
イ
（
東
城
町
）

　

・
公
民
連
携
の
地
方
創
生
モ
デ
ル

　

・
商
店
街
と
農
村
漁
村
と
の
交
流

　

・
経
営
状
況
、
店
舗
運
営

３　

総
括

　

公
共
性
と
商
業
性
の
結
び
つ
き
こ
そ
が

「
に
ぎ
わ
い
」
で
あ
り
、
多
目
的
な
行
動

を
実
現
で
き
る
場
所
こ
そ
が
、
市
民
の
活

力
を
生
む
場
に
な
る
。
ま
ち
づ
く
り
と
は

何
か
、
に
ぎ
わ
い
と
は
何
か
に
つ
い
て
真

摯
に
向
き
合
い
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
ま

ち
づ
く
り
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
。

〔
そ
の
他
の
調
査
事
項
〕

　

・
農
業
振
興
（
有
害
鳥
獣
対
策
）

　

・
市
内
の
大
型
宿
泊
施
設
の
運
営

　

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

伴
う
経
済
対
策

教
育
民
生
常
任
委
員
会

生
活
交
通
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

教
育
条
件
整
備
に
つ
い
て

（
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
ほ
か
）

企
画
建
設
常
任
委
員
会

林
業
施
策

（
森
林
環
境
譲
与
税
関
連
施
策
）

市
街
地
活
性
化
（
公
共
性
の
あ
る
商

業
拠
点
施
設
と
ま
ち
づ
く
り
）
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ここが聞きたい！

一般質問

一般質問

庄
原
市
に
お
け
る

�

林
業
の
実
態
に
つ
い
て

　
　
　

❶
伐
採
後
の
山
の
再
造
林
と
環

境
破
壊
に
よ
る
災
害
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。
❷
ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
調
査

は
さ
れ
て
い
る
の
か
。
❸
木
の
駅
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺

う
。
ま
た
、
実
施
地
域
の
拡
大
は
計
画

さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

❶「
22
世
紀
の
庄
原
の
森
林（
も

り
）
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
で
は
、

森
林
の
収
益
性
を
見
極
め
る
中
で
「
経

済
林
」
と
「
環
境
林
」
に
区
別
し
、
役

割
に
応
じ
再
造
林
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
森
林
機
能
の
回
復
を
図
り
、
災
害

防
止
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
「
資
源

循
環
型
サ
イ
ク
ル
の
構
築
」
に
つ
い
て

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

苗
木
の
供
給
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
市

内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
は

不
足
し
て
お
り
、
今
後
、
市
内
の
３
森

林
組
合
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
森
林

再
生
協
議
会
」
や
、
他
の
森
林
関
係
者

と
連
携
し
、
苗
木
確
保
に
向
け
た
支
援

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
❷
県
が
実

施
さ
れ
た
航
空
調
査
及
び
現
地
調
査
の

結
果
や
森
林
組
合
が
把
握
さ
れ
て
い
る

情
報
等
か
ら
、
高
・
本
村
地
域
で
被
害

木
が
５
０
０
本
以
上
と
最
も
多
く
、
東

城
・
口
和
・
高
野
地
域
に
お
い
て
も
数

十
本
程
度
の
被
害
が
あ
る
こ
と
を
確
認

し
て
い
る
。
❸
平
成
26
年
度
か
ら
「
東

城
木
の
駅
実
行
委
員
会
」
に
よ
り
事
業

が
継
続
さ
れ
て
い
る
が
、
市
で
は
同
年

度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
延
べ
２
人
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
採
用
し
、
市

職
員
と
連
携
し
て
事
業
運
営
を
支
援
し

て
い
る
。
令
和
元
年
度
末
ま
で
に
約
３

０
０
０
ｔ
の
木
材
が
出
荷
さ
れ
、
一
定

の
経
済
効
果
を
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
活
動
を

通
じ
て
、
計
画
的
に
各
自
治
振
興
区
を

訪
問
し
て
事
業
実
施
地
域
の
拡
大
を

図
っ
て
き
た
。
令
和
元
年
度
に
は
西
城

地
域
と
総
領
地
域
に
お
い
て
、
自
治
振

興
区
が
主
体
と
な
っ
た
木
の
駅
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
が
設
立
さ
れ
て

お
り
、
継
続
的
な
自
立
運
営
と
な
る
よ

う
、
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問答

坂
さか

本
もと

　義
よし

明
あき

 議員

３月定例会では、４会派が代表質問、４名が個人質問を行いました。

会派代表質問
会派 結
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ここが聞きたい！

一般質問
庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
の

�

検
証
に
つ
い
て

　
　
　

第
１
期
「
庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く

り
」
が
今
年
度
で
終
了
す
る
た

め
、第
２
期
「
庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
」

の
分
野
別
政
策
及
び
施
策
が
示
さ
れ

た
。「
庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
」
は
、

木
山
市
政
の
根
幹
と
な
る
計
画
で
あ

り
、
本
市
の
最
重
要
課
題
の
解
決
に
結

び
つ
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
充

分
に
検
証
し
、
今
後
の
取
り
組
み
を
行

う
必
要
が
あ
る
が
、
第
１
期
の
成
果
と

課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
「
庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
」
は

「
地
域
産
業
」・「
暮
ら
し
の
安

心
」・「
に
ぎ
わ
い
と
活
力
」
の
分
野
別

政
策
で
構
成
す
る
本
市
の
基
本
政
策
と

し
て
位
置
付
け
、
庄
原
が
い
ち
ば
ん
と

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
施

策
・
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
。「
庄

原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
」
の
３
つ
の
柱
に

お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
ん
だ
主
な

成
果
は
、「
地
域
産
業
」
の
い
ち
ば
ん

で
は
、比
婆
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
の
復
活
と
、

全
国
で
10
番
目
の
和
牛
と
し
て
地
理
的

表
示
保
護
制
度
「
Ｇ
Ｉ
」
へ
の
登
録
、

有
害
鳥
獣
処
理
施
設
の
整
備
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。「
暮
ら
し
の
安
心
」
の
い

ち
ば
ん
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
悲
願

で
あ
っ
た
13
年
振
り
の
産
科
医
療
の
再

開
、
子
育
て
支
援
施
設
を
一
体
的
整
備

に
し
た
「
こ
ど
も
未
来
広
場
」
の
完
成
、

市
内
全
域
へ
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
敷
設
し

た
超
高
速
情
報
通
信
網
の
整
備
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。「
に
ぎ
わ
い
と
活
力
」

の
い
ち
ば
ん
で
は
、
庄
原
市
民
会
館
と

庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
の
整
備
方
針

の
決
定
と
設
計
着
手
、
地
域
資
源
を
活

用
し
た
賑
わ
い
づ
く
り
の
た
め
の
備
北

丘
陵
公
園
北
口
エ
リ
ア
の
活
用
や
比
婆

い
ざ
な
み
街
道
物
語
の
推
進
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。
引
き
続
き
、
各
事
業
を
着

実
に
実
施
し
、
地
域
の
活
性
化
や
関
係

人
口
の
創
出
、
そ
し
て
本
市
の
最
重
要

課
題
で
あ
る
人
口
減
少
の
抑
制
に
努
め

る
。

問答

　
　
　

平
成
29
年
11
月
に
策
定
さ
れ
た

第
２
期
持
続
可
能
な
財
政
運
営

プ
ラ
ン
に
お
け
る
、
８
年
間
で
48
億
円

不
足
す
る
と
の
試
算
に
基
づ
き
、
来
年

度
は
市
民
生
活
に
影
響
の
な
い
よ
う
工

夫
を
凝
ら
し
て
の
歳
出
削
減
と
読
み
取

れ
る
が
、
毎
年
度
５
億
円
以
上
の
歳
出

削
減
は
地
域
経
済
の
縮
小
を
意
味
す
る

こ
と
に
も
な
り
、
歳
入
増
の
仕
組
み
を

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
本
市
全
体
の
活

性
化
は
周
辺
部
の
活
性
化
無
し
に
考
え

ら
れ
ず
、
周
辺
各
町
に
シ
ン
ボ
ル
事
業

を
行
う
よ
う
会
派
要
望
し
て
い
る
が
、

今
後
、
周
辺
部
の
活
性
化
は
ど
の
よ
う

に
計
画
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
「
第
２
期
庄
原
市
長
期
総
合
計

画
」で
は
４
つ
の「
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
ひ
と
つ
に

「
一
体
感
の
醸
成
と
一
体
的
な
発
展
」

が
あ
る
。
こ
の
考
え
は
、
市
内
各
地
域

の
個
性
や
特
性
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ

が
有
す
る
資
源
や
魅
力
を
活
か
し
た

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
と
し
た

も
の
で
あ
り
、
第
１
期
の
長
期
総
合
計

画
か
ら
継
承
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
基
本
姿
勢
の
も
と
、
こ
の
２

月
に
策
定
し
た
「
長
期
総
合
計
画
・
後

期
実
施
計
画
」
に
お
い
て
は
、
令
和
３

年
度
か
ら
の
５
年
間
に
実
施
す
る
具
体

的
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
施
策
・
事
業

に
つ
い
て
お
示
し
し
て
い
る
。
そ
の
一

例
と
し
て
、
森
林
資
源
の
活
用
に
よ
る

「
儲
か
る
林
業
」
の
実
現
を
め
ざ
す
森

林
体
験
施
設
の
運
営
や
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
就
業
体
系
の
変
化
に
対
応
し
た
ワ

―
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
研
究
及
び
「
お

試
し
オ
フ
ィ
ス
」
の
整
備
な
ど
、
地
域

の
「
に
ぎ
わ
い
」
創
出
に
資
す
る
取
り

組
み
を
整
理
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
合
併
支
援
道
路
の
早
期
整
備
を

庄
原
市
が

　

元
気
あ
ふ
れ
る
街
と
な
る
に
は

問

答

山
やま

田
だ

　聖
せい

三
そう

 議員

赤
あか

木
ぎ

　忠
ただ

德
のり

 議員

会派代表質問
会派 地域政党きずな

庄原議員団

会派代表質問
会派 清風
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ここが聞きたい！

一般質問
子
ど
も
た
ち
を
セ
ク
ハ
ラ
や
性
犯
罪

か
ら
守
る
た
め
に
校
則
を
見
直
す
べ

き
で
は
な
い
か

　
　
　

庄
原
中
学
校
の
校
則
で
は
、
下

着
の
色
を
男
子
は
白
、
女
子
は

白
、
黒
、
灰
の
単
色
と
な
っ
て
い
る
が
、

下
着
の
色
指
定
は
全
国
的
に
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
教
師
が
色
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
人
権
を
守
る
面

か
ら
も
適
当
で
は
な
い
。
保
護
者
や
生

徒
の
意
見
を
聞
い
て
校
則
を
見
直
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

庄
原
中
学
校
の
生
徒
指
導
規
程

は
、
義
務
教
育
終
了
ま
で
の
見

通
し
を
も
っ
た
指
導
に
つ
い
て
共
通
認

識
・
共
通
実
践
を
図
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
。
そ
の
中
に
、
学
校
、
生
徒
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
つ
く
る
三
者
協
議
会
に
お
い

て
協
議
し
定
め
た
「
中
学
校
生
徒
と
し

て
守
る
べ
き
事
項
」
を
示
し
て
お
り
、

服
装
な
ど
の
必
要
事
項
に
つ
い
て
は
三

者
が
理
解
し
た
上
で
決
め
ら
れ
て
い
る
。

庄
原
出
身
の
ア
ス
リ
ー
ト
の

�

顕
彰
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　

過
去
、
本
市
出
身
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
が
誕
生
し
て
い
る

が
、
市
民
に
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。
本

年
は
東
京
で
の
大
会
が
予
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
合
わ
せ
、
選
手
た
ち
を
広
く

周
知
す
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
に
「
挑

戦
す
る
勇
気
」
を
与
え
る
こ
と
に
な
る

と
思
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
で
き
る
か
。

　
　
　

本
市
出
身
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選

手
は
４
人
お
ら
れ
、
本
市
の
行

事
や
施
設
整
備
、
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
の
育

成
な
ど
に
関
わ
っ
て
は
、
庄
原
市
体
育

協
会
等
と
の
連
携
を
行
い
、
様
々
な
機

会
を
通
し
て
指
導
も
い
た
だ
い
て
い

る
。
ま
た
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
教
員

対
象
の
研
修
会
で
、
特
に
初
任
者
の
教

員
に
は
本
市
出
身
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選

手
等
を
紹
介
し
て
い
る
。
今
後
も
広
く

市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
機

会
を
作
り
、
子
ど
も
た
ち
の
目
標
が
広

が
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う
。

そ
の
他
の
質
問

○�

市
の
管
理
職
へ
女
性
を
積
極
的
に
登

用
す
る
こ
と
に
つ
い
て

問答

問答

　
　
　

❶
道
路
の
舗
装
工
事
、
修
繕
工

事
な
ど
も
債
務
負
担
行
為
を
設

定
し
て
は
ど
う
か
。
❷
ゆ
と
り
あ
る
工

事
を
促
す
「
フ
レ
ッ
ク
ス
工
期
契
約
制

度
」
な
ど
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

❶
現
在
、
災
害
復
旧
工
事
の
件

数
が
膨
大
で
あ
り
、
市
内
の
建

設
業
者
の
す
べ
て
が
年
間
を
通
し
て
工

事
を
請
負
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今

後
、
災
害
復
旧
工
事
の
件
数
が
減
少
し

た
際
に
、
債
務
負
担
行
為
に
よ
る
工
事

発
注
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
る
工
事

内
容
や
規
模
に
つ
い
て
調
査
し
て
い

く
。
❷
現
在
は
災
害
復
旧
工
事
の
件
数

が
多
く
、
制
度
の
導
入
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
災
害
復
旧
工
事
の
進
捗
状
況
を

踏
ま
え
、
他
市
町
の
状
況
も
参
考
に
、

建
設
業
会
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
調
査
し
て
い
く
。

　
　
　

❶
本
市
で
の
移
送
手
段
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
伺
う
。
❷
や
む

を
得
な
い
事
情
に
よ
り
本
市
で
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
へ
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

❶
本
市
の
移
送
手
段
に
つ
い
て

は
、
集
団
接
種
で
は
、
職
員
が

細
心
の
注
意
を
払
い
公
用
車
に
よ
り
移

送
す
る
よ
う
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
医

療
機
関
で
行
う
個
別
接
種
で
は
、
直
接

ワ
ク
チ
ン
卸
業
者
が
各
医
療
機
関
に
配

送
す
る
こ
と
に
な
り
、
供
給
さ
れ
る
ワ

ク
チ
ン
を
小
分
け
し
て
医
療
機
関
へ
配

送
す
る
場
合
は
、
業
者
委
託
に
よ
る
移

送
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。
❷
国

の
手
引
書
で
は
、
出
産
の
た
め
に
里
帰

り
し
て
い
る
妊
産
婦
や
単
身
赴
任
な
ど
、

や
む
を
得
な
い
事
情
で
住
民
票
所
在
地

以
外
で
の
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

接
種
を
行
う
市
町
村
に
事
前
に
届
出
を

行
う
こ
と
で
接
種
が
受
け
ら
れ
る
こ
と

と
し
て
い
る
。届
出
方
法
は
郵
送
申
請
、

窓
口
申
請
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
請
が
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

○�

行
政
手
続
き
に
お
け
る
押
印
廃
止
に

つ
い
て

地
域
を
守
る
建
設
土
木
工
事
の
担

い
手
を
育
て
る
公
共
工
事
の
平
準

化
に
つ
い
て

問答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

問答

吉
よし

方
かた

　明
あけ

美
み

 議員

横
よこ

路
ろ

　政
まさ

之
ゆき

 議員

会派代表質問
会派 市民の会



14しょうばら市議会だより　2021 . 5

ここが聞きたい！

一般質問
高
野
・
比
和
・
総
領
中
学
校
や
粟

田
・
山
内
小
学
校
な
ど
の
統
廃
合

計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
　
　

市
内
の
小
中
学
校
の
統
廃
合
計

画
に
地
域
の
意
見
は
反
映
さ
れ

て
お
ら
ず
、
人
口
の
推
計
も
広
島
県
教

育
委
員
会
が
示
し
た
推
計
で
、
本
市
の

定
住
施
策
の
取
り
組
み
は
一
切
反
映
さ

れ
て
い
な
い
。
早
急
に
地
域
の
意
見
を

聞
い
て
、
地
域
に
あ
っ
た
学
校
の
存
続

を
検
討
し
、
計
画
の
見
直
し
を
す
べ
き

と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

適
正
規
模
・
適
正
配
置
計
画
は

保
護
者
代
表
や
地
域
代
表
、
学

識
経
験
者
な
ど
で
構
成
し
た
「
適
正
配

置
検
討
委
員
会
」
で
協
議
を
重
ね
、
提

言
い
た
だ
い
た
こ
と
を
基
本
に
策
定
し

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
計
画
で
用
い
た

児
童
・
生
徒
数
の
見
込
み
に
つ
い
て
は
、

広
島
県
教
育
委
員
会
指
定
の
推
計
方
法

を
使
用
し
て
お
り
、
計
画
の
対
象
校
１

校
を
除
い
て
は
概
ね
推
計
ど
お
り
で
あ

る
。
今
後
も
保
護
者
や
地
域
住
民
の
声

を
聴
く
な
ど
地
域
の
実
情
把
握
に
努
め

る
と
と
も
に
、
保
護
者
や
地
域
住
民
へ

丁
寧
な
説
明
を
行
い
、
理
解
を
得
な
が

ら
計
画
を
進
め
て
い
く
。

イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
と
し
て
国
が

補
助
す
る
電
気
牧
柵
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　

現
在
、国
は
防
護
柵
と
併
せ
て
、

電
気
牧
柵
に
つ
い
て
も
一
定
の

条
件
を
満
た
せ
ば
補
助
す
る
事
業
を
進

め
て
い
る
。
本
市
で
は
防
護
柵
の
み
希

望
調
査
し
て
い
る
が
、
電
気
牧
柵
も
希

望
調
査
し
、実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

本
市
で
は
「
鳥
獣
被
害
防
止
総

合
対
策
交
付
金
事
業
」
を
活
用

し
、
防
除
柵
を
自
力
で
施
工
し
、
設
置

後
の
維
持
管
理
を
行
う
集
落
に
対
し
て

資
材
を
貸
与
す
る
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
電
気
牧
柵
資
材
の
貸
与
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
市
単
独
事
業
に
よ
る
防

除
資
材
の
購
入
に
対
す
る
助
成
制
度
に

よ
り
対
応
し
て
い
る
が
、
国
の
新
制
度

に
対
し
て
は
、
よ
り
実
態
に
即
し
た
事

業
が
制
度
化
さ
れ
る
よ
う
、
県
市
長
会

を
通
じ
て
国
県
に
対
し
て
要
望
す
る
。

問答

問答

　
　
　

現
在
、
生
活
保
護
が
必
要
な
人

の
２
割
し
か
利
用
し
て
お
ら

ず
、
申
請
を
た
め
ら
う
原
因
に
「
扶
養

照
会
」
が
あ
る
。
先
の
国
会
で
厚
生
労

働
大
臣
も
「
扶
養
照
会
は
義
務
で
は
な

い
」
と
答
弁
し
て
お
り
、本
市
で
も
「
扶

養
照
会
」は
廃
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

生
活
保
護
の
申
請
が
あ
っ
た
と

き
は
国
の
実
施
要
領
に
従
い
、

扶
養
義
務
者
の
存
否
を
速
や
か
に
確
認

し
、
扶
養
の
可
能
性
が
期
待
で
き
る
者

に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
書
面
に
よ
り

扶
養
照
会
を
実
施
し
て
い
る
が
、
扶
養

の
可
能
性
が
期
待
で
き
な
い
者
に
対
し

て
の
照
会
は
実
施
し
て
い
な
い
。
扶
養

照
会
が
保
護
申
請
を
た
め
ら
う
原
因
と

な
ら
な
い
よ
う
、
相
談
者
に
対
し
て
は

制
度
の
趣
旨
を
十
分
に
説
明
す
る
な

ど
、
保
護
の
適
正
実
施
に
引
き
続
き
取

り
組
む
。

　
　
　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
含
む
除
草
剤

が
半
世
紀
前
に
使
用
中
止
に
な

り
、
全
国
の
国
有
林
に
埋
設
さ
れ
た
。

市
内
の
国
有
林
に
３
７
４
㎏
埋
設
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
安
全
に
管
理

さ
れ
て
い
る
の
か
。
記
録
的
な
豪
雨
・

地
震
な
ど
考
え
る
と
、
い
ず
れ
は
撤
去

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

林
野
庁
広
島
北
部
森
林
管
理
署

に
埋
設
状
況
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
本
市
総
領
町
の
国
有
林
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
固
め
て
埋
設
し
、
周
囲
を

ロ
ー
プ
で
囲
み
立
入
禁
止
の
標
柱
を
設

置
し
て
お
り
、
年
２
回
の
定
期
点
検
の

ほ
か
、
地
震
や
大
雨
な
ど
に
よ
り
影
響

が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
そ
の
都

度
、
現
地
確
認
を
実
施
し
て
い
る
と

伺
っ
て
い
る
。
平
成
10
年
に
撤
去
の
依

頼
を
行
っ
て
い
る
が
、
土
壌
等
の
検
査

に
異
常
は
な
く
安
全
で
あ
る
と
の
見
解

か
ら
撤
去
を
行
わ
な
い
旨
の
回
答
が

あ
っ
た
。
本
市
と
し
て
も
適
切
な
管
理

と
最
終
的
な
解
決
と
な
る
撤
去
を
要
請

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

○�

「
デ
ジ
タ
ル
改
革
」「
デ
ジ
タ
ル
社
会
」

の
功
罪
に
つ
い
て

生
活
保
護
の
「
扶
養
照
会
」
の

�

撤
廃
を

問答

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
含
む�

除
草
剤
の

�

埋
設
に
つ
い
て

問答

岩
いわ

山
やま

　泰
やす

憲
のり

 議員

谷
たに

口
ぐち

　隆
たか

明
あき

 議員
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ここが聞きたい！

一般質問
庄
原
市
立
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配

置
基
本
計
画
に
つ
い
て

　
　
　

❶
粟
田
小
学
校
の
計
画
推
進

で
、
自
治
振
興
区
と
の
関
係
に

つ
い
て
の
教
育
長
答
弁
は
事
態
を
改
善

す
る
上
で
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

教
育
委
員
会
は
ど
の
よ
う
な
努
力
を
さ

れ
て
い
る
の
か
。
❷
中
学
校
統
合
で
高

野
中
学
校
は
通
学
に
松
江
道
を
利
用
し

口
和
中
学
校
へ
通
学
す
る
計
画
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
冬
、松
江
道
は
２
回（
７

日
間
）
通
行
止
め
と
な
っ
た
。
ト
ン
ネ

ル
も
多
く
事
故
の
危
険
性
も
高
く
通
学

は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺

う
。

　
　
　

❶
本
計
画
は
平
成
30
年
１
月
に

策
定
し
た
が
、
そ
れ
以
前
に
も

東
城
自
治
振
興
区
連
合
会
や
田
森
自
治

振
興
区
か
ら
本
計
画
に
つ
い
て
の
ご
意

見
や
要
望
等
を
い
た
だ
い
て
い
た
。
そ

の
後
計
画
を
策
定
し
、
各
学
校
の
保
護

者
を
対
象
に
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

直
前
に
田
森
自
治
振
興
区
の
役
員
の
方

が
お
話
に
来
ら
れ
、
こ
の
問
題
に
つ
い

て
は
保
護
者
で
は
な
く
て
、
自
治
振
興

区
を
窓
口
と
す
る
と
言
わ
れ
た
。
私
た

ち
が
当
時
の
保
護
者
の
代
表
の
方
に
連

絡
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
も
、
田
森

自
治
振
興
区
が
窓
口
に
な
っ
て
い
る
か

ら
と
対
応
も
し
て
い
た
だ
け
な
い
状
況

で
、
機
会
を
と
ら
え
て
自
治
振
興
区
へ

出
向
い
た
り
、
区
長
さ
ん
が
会
議
等
で

来
庁
さ
れ
た
際
も
時
間
を
い
た
だ
い
て

話
を
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
説
明
会

を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る
と
い
う
よ
う

な
こ
と
に
な
い
状
況
が
ず
っ
と
続
い
て

い
る
。❷
松
江
道
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
今
年
度
、
降

雪
の
た
め
、
口
和
高
野
間
が
学
校
の
稼

業
日
に
お
い
て
４
日
間
、
通
行
止
め
と

な
っ
た
。
通
学
に
つ
い
て
は
、
雪
な
ど

に
よ
り
通
学
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
学

校
を
臨
時
休
業
と
し
、
授
業
時
間
は
、

夏
季
休
業
中
な
ど
に
確
保
す
る
と
い
っ

た
対
応
が
出
来
る
が
、
今
後
、
通
学
手

段
や
方
法
な
ど
も
含
め
、
実
情
把
握
を

す
る
中
で
し
っ
か
り
議
論
を
し
て
い

く
。

問答

田
た

部
なべ

　道
みち

男
お

 議員

　３月３日（水）、講師に弁護士の太田 雅幸さんをお迎えし、「守るべき政治倫理」を
テーマに議員研修会を開催しました。今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点
よりオンライン形式で実施しました。
　講義では、政治倫理条例の概要について、本市や他市町の政治倫理条例の条文を交え、
具体的な例をあげながら解説していただきました。
　また、講演後の質疑応答では、コ
ロナ禍の中において気を付ける政治
倫理や議員発議の条例制定の注意点
等についてご説明いただき、議員か
らの「議員発議の条例が理念条例と
ならないようサポートしてもらえる
相談窓口はないか。」という質問に
対して、政務活動費を充て外部の有
識者に調査を依頼した他市の事例等
を紹介いただきました。
　今回の研修で学んだことを今後の
議員活動に生かしていきます。

議員研修会を開催
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國
くに

利
とし

　知
とも

史
ふみ

松
まつ

本
もと

　みのり 前
まえ

田
だ

　智
ち

永
え

坪
つぼ

田
た

　朋
とも

人
ひと

近
こん

藤
どう

　久
ひさ

子
こ

横
よこ

路
ろ

　政
まさ

之
ゆき

会派　里山みらい会議
　　　（副代表）

会派　結

会派　�地域政党きずな
庄原議員団（副代表）

　
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
、
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

庄
原
市
議
会
は
本
年
３
月
「
平
和
推
進
条
例
」

を
可
決
成
立
さ
せ
、
平
和
な
日
常
を
脅
か
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
社
会
の
実
現
に
努
め
る
こ
と
を
決
意

し
ま
し
た
。

　

市
の
役
割
、
市
民
の
役
割
に
つ
い
て
議
論
を
深

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
議
会
報
告
会
」
の
名
称
を
「
市
民
と
語
る

会
」
と
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
皆
さ
ん
の
声
を
傾

聴
し
、
市
政
に
反
映
す
べ
く
役
目
を
担
っ
て
い
き

ま
す
。

　

庄
原
市
に
お
け
る
多
岐
に
わ
た
る
課
題
は
、
歯

止
め
の
か
か
ら
な
い
人
口
減
少
対
策
を
は
じ
め
山

積
み
し
て
お
り
ま
す
が
、
二
元
代
表
の
議
会
と
執

行
者
は
、
緊
張
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
力
を
合
わ

せ
て
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

今
回
、
団
塊
の
世
代
か
ら
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
の
世

代
ま
で
、
年
齢
幅
の
あ
る
議
員
構
成
と
な
り
、
議

論
の
広
が
り
を
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
を
代
表
し
て
、
議
会
の
品
位
を
保
持
し
、

民
主
的
か
つ
効
率
的
な
議
会
運
営
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
、
副
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
議
長
を
補
佐
し
、
市
民
の
皆

様
の
声
を
よ
り
市
政
に
反
映
で
き
る
議
会
、
ま
た
、

本
市
が
抱
え
る
待
っ
た
な
し
の
課
題
解
決
に
向
け

て
前
進
で
き
る
議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

合
併
以
来
16
年
が
経
過
し
本
市
の
人
口
は
約
１

万
人
減
少
し
ま
し
た
。
今
後
人
口
は
さ
ら
に
減
少

し
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
こ
の
状
況
を

少
し
で
も
緩
や
か
な
も
の
に
す
る
手
段
も
模
索
し

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
市
の
子
育
て
支
援
は
他
市
と
比
較
し
て
も
進

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
改
善
の

余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
化
に
よ
る
免
許
返
納
に
よ
る
移
動

手
段
の
確
保
も
避
け
て
は
通
れ
な
い
待
っ
た
な
し

の
課
題
で
す
。

　

課
題
山
積
の
本
市
で
は
あ
り
ま
す
が
、
課
題
解

決
の
道
は
あ
る
は
ず
で
す
。
ま
ず
は
、
一
人
ひ
と

り
の
意
見
を
お
聞
き
し
、
現
場
の
求
め
て
い
る
も

の
は
何
か
を
探
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
多
様

な
意
見
を
ど
う
集
約
し
、
市
政
に
反
映
さ
せ
い
く

の
か
。
今
後
２
年
間
議
長
と
と
も
に
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

庄原市議会スタート第5期
任期：令和３年４月17日～令和７年４月16日
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福
ふく

山
やま

　権
けん

二
じ

　林
はやし

　　高
たか

正
まさ

　

藤
ふじ

木
き

　百
ゆ

合
り

子
こ

徳
とく

永
なが

　泰
ひろ

臣
おみ

宇
う

江
え

田
だ

　豊
とよ

彦
ひこ

藤
ふじ

原
わら

　洋
よう

二
じ

政
まさ

野
の

　　太
ふとし

坂
さか

本
もと

　義
よし

明
あき

赤
あか

木
ぎ

　忠
ただ

德
のり

吉
きっ

川
かわ

　遂
みち

也
や

五
ご

島
しま

　　誠
まこと

堀
ほり

井
い

　秀
ひで

昭
あき

谷
たに

口
ぐち

　隆
たか

明
あき

会派　日本共産党
　　　（副代表）

会派　�地域政党きずな
庄原議員団

会派　市民の会（代表）

会派　里山みらい会議
　　　（代表）

会派　結（副代表）

会派　�地域政党きずな
庄原議員団（代表）

会派　結（代表）

会派　日本共産党
　　　（代表）

会派　�市民の会（副代表）

会派　�地域政党きずな
庄原議員団

桂
けい

藤
とう

　和
かず

夫
お
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所
管
す
る
市
の
事
務
に
関
し
て
調
査

を
行
い
、
議
案
、
請
願
等
を
審
査
す
る
、

常
設
の
委
員
会
で
す
。

�

委
員
長　
　

赤　

木　

忠　

德　

�

副
委
員
長　
　

坪　

田　

朋　

人　

�

委　
　

員　
　

谷　

口　

隆　

明　

�

福　

山　

権　

二　

�

徳　

永　

泰　

臣　

�

藤　

原　

洋　

二　

【
所
管
】

総
務
部
、
会
計
課
、
選
挙
管
理
委
員
会
、

監
査
委
員
事
務
局
、
公
平
委
員
会
、
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
及
び
議
会
事

務
局
の
所
管
に
属
す
る
事
項
並
び
に
他

の
常
任
委
員
会
の
所
管
に
属
し
な
い
事

項

�

委
員
長　
　

林　
　
　

高　

正　

�

副
委
員
長　
　

宇
江
田　

豊　

彦　

�
委　
　

員　
　

坂　

本　

義　

明　

�

藤　

木　

百
合
子　

�

國　

利　

知　

史　

�

前　

田　

智　

永　

【
所
管
】

生
活
福
祉
部
、
教
育
委
員
会
及
び
西
城

市
民
病
院
の
所
管
に
属
す
る
事
項

�

委
員
長　
　

桂　

藤　

和　

夫　
�

副
委
員
長　
　

吉　

川　

遂　

也　

�

委　
　

員　
　

横　

路　

政　

之　

�

堀　

井　

秀　

昭　

�

政　

野　
　
　

太　

�

五　

島　
　
　

誠　

�

松　

本　

み
の
り　

【
所
管
】

企
画
振
興
部
、
環
境
建
設
部
、
農
業
委
員

会
及
び
水
道
局
の
所
管
に
属
す
る
事
項

※
議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成

�

委
員
長　
　

五　

島　
　
　

誠　

�

副
委
員
長　
　

谷　

口　

隆　

明　

　

円
滑
な
議
会
の
運
営
を
期
す
た
め
、

議
会
運
営
の
全
般
に
つ
い
て
協
議
し
、

意
見
調
整
を
図
る
場
と
し
て
設
置
さ
れ

た
委
員
会
で
す
。

�

委
員
長　
　

堀　

井　

秀　

昭　

�

副
委
員
長　
　

五　

島　
　
　

誠　

�

委　
　

員　
　

谷　

口　

隆　

明　

�

宇
江
田　

豊　

彦　

�

政　

野　
　
　

太　

�

前　

田　

智　

永　

�
委
員
長　
　

横　

路　

政　

之　

�
副
委
員
長　
　

赤　

木　

忠　

德　

�

委　
　

員　
　

林　
　
　

高　

正　

�
桂　

藤　

和　

夫　

�
五　

島　
　
　

誠　

�
近　

藤　

久　

子　

�

政　

野　
　
　

太　

�

横　

路　

政　

之　

�

堀　

井　

秀　

昭　

�

政　

野　
　
　

太　

�

桂　

藤　

和　

夫　

�

藤　

原　

洋　

二　

�

松　

本　

み
の
り　

�

坪　

田　

朋　

人　

�

近　

藤　

久　

子　

�

赤　

木　

忠　

德　

�

谷　

口　

隆　

明　

�

坂　

本　

義　

明　

�

福　

山　

権　

二　

�

政　

野　
　
　

太　

常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

企
画
建
設
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
委
員
会

議
会
選
出
監
査
委
員

備
北
地
区
消
防
組
合

議
会
議
員

広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員

都
市
整
備
計
画
審
議
会
委
員

議
会
構
成
決
ま
る

　

改
選
後
初
め
て
開
催
し
た
臨
時
会
に
お
い
て
、
常
任
委
員
会
な
ど
の
委
員

の
選
任
を
行
い
、
新
し
い
議
会
構
成
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
、
議
会
広
報
委
員
会
の
任
期
は
２
年

で
す
。
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議
案
第
１
０
３
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
（
庄
原
市
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
令
和
３
年
３
月
31

日
付
で
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
本
年
４
月
１
日
を
施
行
日

と
す
る
関
係
規
定
に
つ
い
て
所

要
の
改
正
を
行
う
た
め
、
地
方

自
治
法
第
１
７
９
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
、
庄
原
市
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
令

和
３
年
３
月
31
日
付
で
専
決
処

分
し
た
も
の
。
内
容
は
、
固
定

資
産
税
の
負
担
調
整
措
置
の
継

続
、
軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割

の
税
率
区
分
の
見
直
し
及
び
臨

時
的
軽
減
措
置
の
９
カ
月
延
長
、

個
人
市
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
の
特
例
延
長
な
ど
。

�

▽
承　

認

議
案
第
１
０
４
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
（
令
和
３
年
度
庄

原
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
））

　

地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
本
年
４

月
19
日
に
専
決
処
分
を
し
た
も

の
。
内
容
は
、
コ
ロ
ナ
が
長
期

化
す
る
中
、
ひ
と
り
親
世
帯
に

対
し
、
そ
の
実
情
を
踏
ま
え
た

生
活
の
支
援
を
行
う
観
点
か
ら
、

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金
を
支
給
す
る
も
の
。

�

▽
承　

認

議
案
第
１
０
５
号

庄
原
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

こ
れ
ま
で
市
の
関
係
条
例
に

お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
定
義
の
引
用
先
と

し
て
い
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
の
改
正

等
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行

お
う
と
す
る
も
の
。

�

▽
原
案
可
決

庄
原
市
監
査
委
員
の
選
任
に
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

東
城
町

　
　
　

政
野　
　

太　

氏

�

▽
同　

意

人
　
　
事

４
月
臨
時
会

　

改
選
後
の
初
議
会
と
な
る
４
月
臨
時
会
は
、
４
月
27
日
に
１

日
間
を
会
期
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

正
副
議
長
選
挙
や
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
な
ど
議
会
体
制

を
整
え
た
後
、
議
案
４
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

臨
時
会
の
概
要

■賛成全員のもの
議決日 種類 番号 事　　　件　　　名 議決結果

4
月
27
日

議選

3 庄原市議会議長の選挙について 当選
4 庄原市議会副議長の選挙について 当選
5 庄原市議会議会運営委員会委員の選任について 同意
6 庄原市議会常任委員会委員の選任について 同意
7 備北地区消防組合議会議員の選挙について 当選
8 広島県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について 当選

議案

103 専決処分の承認を求めることについて（庄原市税条例の一部を改正する条例） 承認

104 専決処分の承認を求めることについて�（令和３年度庄原市一般会計補正予算（第２号）） 承認

105 庄原市職員の特殊勤務手当に関する条例等の一部を改正する条例 原案可決
106 庄原市監査委員の選任に同意を求めることについて〔政野太氏〕 同意

議案第106号は、政野太議員除斥			 
※議選第3・4号は16ページ、議選5～8号については18ページをご参照ください。			 
※議選第3・4・7・8号については選挙を行ったので、個人の賛否は公表していません。

臨時会議決結果　令和３年４月
会期　４月27日（１日限り）
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４
月
11
日
に
行
わ
れ
た
市

議
会
議
員
選
挙
で
は
、
新
人

議
員
7
名
が
加
わ
り
、
市
議

会
も
動
き
出
し
ま
し
た
。
そ

れ
に
合
わ
せ
て
、
議
会
広
報

委
員
会
も
新
し
い
体
制
で
出

発
い
た
し
ま
し
た
。

　

「
し
ょ
う
ば
ら
市
議
会
だ

よ
り
」
の
編
集
方
針
は
、
議

会
基
本
条
例
に
沿
っ
て
、

『
「
市
民
に
開
か
れ
た
議

会
」
「
市
民
参
加
を
促
進
す

る
議
会
」
を
め
ざ
し
た
編
集

を
す
る
。
公
正
、
中
立
の
立

場
で
編
集
す
る
と
と
も
に
、

議
会
に
お
け
る
主
な
議
論
を

補
足
し
、
審
議
の
過
程
と
結

果
を
明
ら
か
に
す
る
。
』
と

し
て
い
ま
す
。
読
み
や
す
い

紙
面
と
す
る
た
め
、
記
事
を

制
限
し
、
内
容
に
強
弱
を
つ

け
る
こ
と
も
編
集
の
注
意
点

と
し
て
い
ま
す
。

　

課
題
が
山
積
す
る
本
市
に

お
い
て
議
会
で
の
議
論
は
時

と
し
て
白
熱
し
た
議
論
が
展

開
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
議
論
の
過
程

を
編
集
方
針
に
沿
っ
て
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
議
会
に
対
し
て
ま

す
ま
す
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
新
広

報
委
員
会
一
同
、
知
恵
を
絞

り
魅
力
あ
る
広
報
誌
制
作
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

�

（
横
路　

政
之
） 

議
会
広
報
員
会

　

委
員
長　

横
路　

政
之

　

副
委
員
長　

赤
木　

忠
德

　

委　
　

員　

林　
　

高
正

�

桂
藤　

和
夫

�

五
島　
　

誠

�

近
藤　

久
子
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日にち 主な会議名

6 月 7日（月） 本会議
6月 23日（水） 本会議【一般質問】
6月 24日（木） 本会議【一般質問】
6月 25日（金） 本会議【一般質問】
6月 28日（月） 本会議

主な日程（予定）６月定例会の ※予定のため、変更となる場合があります。
　詳しくは議会事務局（☎0824-73-1162）へお問い合わせください。
　本会議は、いずれも午前10時から開会の予定です。

本会議生中継映像をインターネット上で配信しています。
録画映像もご覧いただくことができます。ぜひご利用ください。

２・３・４月

5日	 議員全員協議会
	 予算決算常任委員会	
	 総務分科会	
	 教育民生分科会	
	 企画建設分科会	
	 教育民生調査会	
8日	 議会運営委員会
15日	 第１回市議会定例会�
16日	 予算決算常任委員会	
	 総務分科会	
	 教育民生分科会	
	 企画建設分科会	
17日	 総務分科会	
	 教育民生分科会	
	 企画建設分科会	
18日	 総務分科会	

	 教育民生分科会	
	 企画建設分科会	
	 企画建設常任委員会	
24日	 議会運営委員会	
	 第１回市議会定例会�
	 総務分科会	
	 企画建設常任委員会	
25日	 教育民生常任委員会	

3日	 庄原市議会議員研修会	
5日	 議会運営委員会	
	 第１回市議会定例会�
8日	 第１回市議会定例会�
9日	 第１回市議会定例会�
	 予算決算常任委員会	

11日	 議会運営委員会	
12日	 議会運営委員会	
	 第１回市議会定例会�
	 議員全員協議会	
	 議会広報委員会	

20日	 議員全員協議会	
27日	 議員全員協議会
	 第2回市議会臨時会	
	 議会運営委員会
	 総務常任委員会	
	 教育民生常任委員会	
	 企画建設常任委員会	
	 予算決算常任委員会
	 議会広報委員会

初日

２日目

３日目
４日目
５日目

最終日

庄原市議会 中継 検索

議会の動き
２ 月

３ 月

４ 月


